
学科名

科目名

科目区分 単位数 1 開講時期 前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

0%
0%
50%
0%
30%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 85 名
定期試験
受験者数

85 名 合格者数 85 名 合格率 100%

おおむね達成できた。８０％。

学科内で、事前にアクティブラーニングへの取り組みを共有しあったが、学期中にその進捗状況を共有できなかっ
たこと。

学科全体で、ある程度統一した内容にしたいと思う。

総合評価で9.2と全体の平均を大きく上回る結果であった。
演習であるから当然であるが、多くの学生から、演習における専門的な学びが高い評価を受けたとも考えられる。
今後も内容をより充実させることができるよう、教員一同、情報を共有しながら内容を向上していきたい。

課題   
演習 計 100%

成績評価基準

定期試験 実技 0%
臨時試験 部外評価 0%

報告書・レポート プレゼンテーション 20%

専門科目

必修

坂田裕輔

・問題の発見、それに対する研究方法の獲得ができる。
・課題に対する研究内容をわかりやすく説明できる。

　少人数に分かれて各研究室に配属し、その研究室で行っている研究の内容や
方法論についてセミナー形式で理解を深めることを目的とする。卒業研究の前
段階として位置づけ、文献等の収集方法、情報の分析、発表、レジュメの作成等、
研究に関わる基礎的な知識を修得する。授業の進め方は各研究室の研究内容に
より異なる。
第１回：導入講義：授業の進め方と概要の説明、成績評価法
第２回：研究の概要紹介(１)
第３回：研究の概要紹介(２)
第４回：文献等の検索方法(１)
第５回：文献等の検索方法(２)
第６回ー１４回：文献の講読（研究室によって異なる）
第15回：まとめ
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